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ひとりでは弱いけれど

岐阜ダルク後援会
一会長　斎藤幸二

同じ思いや願いを持った人が二人、三人と集まると、その意欲、また

力は何倍にも強くなります。これは良いことについても悪いことについ

ても言えることです。たとえば一人では気が弱くて虫も殺さないような

少年が、仲間と一緒になると思いもよらない大それたことを行ったりし

ます。しかし良い志（こころざし）を持つ人々が集まるとそれはより強

い意志へと高まってゆきます。ですからどういう志を持つのか、そしてどういう仲間と共に

生きるのか、ということがとても大事です。

ダルクで生活している人々は、以前は薬物を使う仲間たちと出会うことによって「負」の

スパイラルに陥っていました。薬物依存という罠にはまり、薬物の力に心と体を踏みにじら

れ、そこから自力で抜け出すことができなかったのです。そのようなところから、いろいろ

な人の助言、指導によってダルクにたどり着いたのです。ダルクには薬物依存から抜け出し

たいと願う仲間たちがいます。そしてすでにその道を歩いている先輩たちもいます。そうい

う仲間たちとの生活、付き合い、また話し合い（ミーティング）を通して確実に回復へと向

かってゆくのです。警察でも刑務所でも病院でも親でも直せなかった依存症から脱却してゆ

くのです（もちろんこれらの人々の助力はなくてはなりませんが）。∴●

このような「同じ志を括った人々の中に働くカ」は人間を超えたカです。悪人が集えばそ

の悪は人間を超えた「悪魔的」なものとなり、良い志のために集えばそこにも人知を超えた

カが働きます。ダルクではこの人知を超えた力を「ハイヤーパワー（より高い力）」と呼ん

でいます。ダルクに通い出した人々が、半年、一年と時が経つにつれて、明るく、輝くよう

な笑顔を見せるようになるとき、わたしはダルクというグループの中に働いているこの不思

議なカを感じます。そしてダルクの存在、ダルクの働きが無くてほならないものであると感

じるのです。この笑顔が増え、広がって行くために、皆様と共にこれから共にダルクを支え

て行きたいと思います。

・1・



仲間の体験談
ウメちゃん

ギャンブル依存症のウメちゃんです。

昔から理想が高い性格でした。中学校では母親がいくら良い点を取ってもみとめて

くれず、高校では何でも100点の完璧な人間になりたいと思うようになりました。大

学では勉強も遊びも幅広く豊かな経験をもった人になりたいと思い、お金があればと

思うようになりました。その時出会ったのがパチンコで、楽しいしお金も増えました。

働き出してからは仕事ができるやつに思われたいという理想があったか、仕事がう

まくいかないとパチンコに逃げるようになりました。そして、飛び出すように仕事を辞め、その時初めてカード

ローンを組みました。次の仕事までの生活費のために借り始めたが、簡単に組めたことでギャンブルの軍資金が

大量に手に入った気になり、あっという間に使い込みました。その後も借金は膨らみ、場所を変え職を変えても

止めることはできず、孤独になりました。お金と時間をつぎ込んでギャンブル以外には何もない人生に疲れ、自

殺を試みたが未遂に終あり、その自暴自棄の思いから他人を傷つけ逮捕され今の施設につながりました。

施設につながってから今でも理想を追う自分は変わりません。しかし、一人で悩まず相淡できる仲間や弱味を

見せても一緒に歩んでくれる仲間がいることが昔と違うところです。時には、理想の自分とのギャップに悩むこ

ともありますが、そんな自分を受け入れて一緒に笑ってくれる仲間のおかげでギャンブルに逃げることのない生

活ができています。

このギャンブルのない生活ではクリーンな頭で考えることができ、自分のできることが増え、成長しているよ

うな気になれるので、このまま理想が実現できるよう歩んでいきたいです。

ジュン

薬物依存症のジュンです。

覚せい剤により、生活がどうにもならなくなってしまった自分は、今年5月に岐阜ダル

クに入所しました。その提案をしてくれたスポンサー（自助グループの仲間）や辛抱して

くれている家族に感謝します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－、＿′／

施設では、毎日、一日も休みなく、3回のミーティング（プログラム）に取り組んでい

ます。飽きずに、案外と楽しんでいます。それは、自分自身が少しずつ変わってきたのが実感できるからでしょ

うか。

例えば、

1．食事を作るようになった。

一・自分で食べたいものを自分で毎食作ります。毎朝、昼飯用に手弁当も作っています。

2．長荘厳走れるようになった。

→毎日走っているうちに5km、10kmと走れるようになりました。ゆっくりあせらず、でももっと長く走

り続けたいです。ハーフマラソンが目標です。

3．人に相談するようになった。

－→自分には高慢、不正直、不寛容といった欠点があり自分自身を苦しませ、誤った行動を取ってしまうことに

気づきました。今は自分で考えて勝手に行動しないで、施設長やスタッフに相鮫しています。

私は、30年近く会社に勤め、家庭を築き、幸せになりたくて一生懸命生きてきました。ですが自分の内面の

問題にはちゃんと向き合ってこなかったようです。その代償として薬物依存の問題が要れたようです。

変わりたいです。自分、そして、家族の幸せのために生かされたいです。どんな生き方が待っているのか不安

です。でも、きっと幸せになれると希望を持ち続け、信じます。

・2・

岐阜ダルクとの出会い　　　　　　　　　　一『

植村　昌子

昨年12月退職を機にボランティアセンターに登録に行きました。自分には何が出来るかと

考えた時、元職の栄表土としての料理指導と赤ちゃんの子守り位かなとセンターに伝えた時、

我が家から2－3分のところにある岐阜ダルクから料理指導の依頼があるとの事。

早速、代表の遠山さんにお会いしましたが、ダルクの内容を全く理解していなかったので、

書籍を何冊か読み多少わかったつもりでいましたが、3カ月迄位は不安がありました。

現在8カ月も越え彼等にズバズバ言える様になり、彩りも良く栄養のバランスも考えられる様子は、とても嬉

しいです。予算も限られたなかで私も彼等と共に工夫し学び続けたいと思っています。

料理　プ　ロ　グ　ラ　ム

i●岐阜ダルクでは、1週剛こ1回のボランティアとして植村先生に来て頂き栄養バランスの良い食事や彩りの良
i　い盛り付けなどを教えてもらっています。自分もそうでしたが、ダルクにつながったばかりの時は、ほとんどの
“仲間は自分で料理を作れないため、弁当やラーメンなど同じものばかり食べますが、料理プログラムの時には3

惜豊誓濫擬慧護憲霧謹諾誓結露蒜議書嵩、譜

ました。 
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女性ハウスだより

女性ハウス責任者

勇　陽子

秋風が心地よい季節になりましたが皆様いかがお過ごしでしょうか。

女性ハウスは、現在利用している仲間が6名になり粟の方もにぎやかになり

ました。

利用が一番長い仲間が2年以上、一番新しい仲間が1ケ月も経っていません。

利用が長い仲間が新しい仲間のサポートをすることによって新しい仲間は支え

られ、サポートする方も実はサポートをすることによって自分も助けられてい

ます。

今いる仲間の中で高卒認定の1回目の試験に合格することができたり、ア

ルバイト探しをするようになった仲間、施設の生活に慣れてきたので自分のプログラムを深めていく仲間などな

ど。

私たちの回復ば一点に留まることはできません。人間的成長をするか、後退していくかのどちらかです。日々

自分に与えられたプログラムを継続して実践していかないと後退してしまうと回復の分かち合いの時に学びま

した。

依存行為が一旦始まるとすぐにコントロール不能か、あるいは徐々に確実にコントロール不能になります。

始めの一回が始まらないように日々の自分の内面のケアが大切です。このような事を今日一日やっています。

いつもダルクを支えて下さってありがとうございます。これからもどうか見守ってください。

ち： 彊萱 ′l† 　ユ」 

（まんが作画　でいちやん）

St ep houseだより

Step house担当スタッフ

山田興久

昨年5月に指定自立訓練（生活訓練）事業所であるStephouseを開

所して間もなく1年半になろうとしています。この間に回復を目指して

Stephouseでプログラムに取り組む仲間が増えてきて、本当に狭くス

トレスを感じるような環境となっていました。

「ちょっと通して」と呼びかける声がいつも聞こえてきました。

そこで、Stephouseを移転し、もっと広くゆとりある施設にできないか検討を進め、いろいろ

な方々にご協力をお願いしてきました。その結果これまでの建物の中空いていた2部屋を借りて、

施設を拡充することができました。必要な消防設備を整え、エアコンを設置するなど仲間が安

心、して穏やかに過ごせる部屋にすることができました。一つの部屋は仲間がミーティングをし、

共に過ごす部屋です。ソファーと手作りのテーブルでゆったりと分かち合いができるようになり

ました。カウンターを2つ並べて置いたキッチンスペースでバランスの取れた料理作りにチャレ

ンジできるようになりました。もう一つの部屋には机を並へ回復の進んだ仲間がスタッフと共

に社会復帰に向けパソコンを使った仕事ができるようにな、りました。

移転に向けては、このつうしんでもご助力をお願いしそきましたが、多くの方々から支援をい

ただきました。大家さんは、また格安で部屋を貸して下さいました。カトリック教会の団体であ

るカリタスジャパンが助成金を下さいました。そして、多くの皆さまが献金を送って下さいまし

た。こうしたご支援があって初めて、10名以上の仲間たちが一緒にプログラムに専念できる環

境が整ったのです。本当にありがとうございました。

9月1日に仲間皆で引っ越しをしました。そして、今、新しいStephouseでは夕方に仲間た

ちの歌声が響きます。12月に劇をやる事になったので、その劇中歌を毎日練習しているのです。

また、舞台を飾る大道具をどうやって作るか話し合う声が聞こえます。

これまで通りミーティングと運動プログラムを中心にして、仲間と共に1日を過ごしながら地

域の方々の協力をいただいてヨーガ、フラワーセラピー、料理、陶芸にも取り組んできましたが、

今回の劇は、少し前から関わりの始まった教会の方からのご提案で始まったものです。いろんな

人たちとのつながりのなかで新しい挑戦を始めることができました。本当に多くの方々に支えら

れて、新しいStephouseで新しい自分に変わろうと仲間たちはプログラムに取り組んでいます。

これからも仲間たちの歩みを、どうか見守って下さいますようお願いします。

∴一　∴言「 　　l 　　i ��童欒‾‖ �　●： 重源 

I l � �蚕も �　　　　∴ ∴－、ニー 

醒讃醗 � ��、字l′上や、← 



ご支援・ご協力をいただき心から御礼申し上げます

献金春名（平成29年6月17日へ4月豹日）敬称略

（有〉フレーバーコーヒー中川正志　合田政次　河合潔　金沢聖霊修道院　古満室手　原政子　福島春美

渡辺真帆　木村隆夫　藤本弘　北谷雅春　中西東峰　橋本博　藤江功　北折美津江　弁護士・伊藤知恵

子　宗田軸　石lii恭二　久保田芳則　青井初患　小島浩一　鎌田憲子　伊純美　弁護士・山本亮

吉田和郎　松村宏幸　小田泉　田口大輔　木下容子Iiiロ紗弥佳∴斉藤栄子　笠松希代美　鷲見直之

武内葉子　福岡和男　深尾見子　弁護士・杉本陸　中掴義広　永嶋恵美　水野滋子　大竹幸子　勇昭代

熊倉ひで子　技木敬子　カトリック稲沢教会　菅沼登志子　梅同一哲　カトリック江南教会　藤井和也

光楽実生　岐阜キリスト教会の皆様　今井田和子　塊田宏之　ルーラル大垣教会の皆様　揖斐キリスト

教会の皆様　アガペチャーチ土岐チャペルの皆様　木曽川キリスト教会の皆様　聖イエス会岐阜教会の

皆壊　大垣サンライズチャペルの皆様∴愚キリスト教会の皆様　カトリック轟蔵寺教会の皆様　ルーテ

ル岐阜教会の皆様　カトリック城北橋教会の皆様　多治見中央キリスト教会の皆様　日本キリスト教田

中漬教会の皆様　日本キリスト教会岐阜教会の皆様　北方キリスト教会の皆様　大垣キリスト教会の皆

機　北野いつみ　阿部賢彦　渡辺彩子　カトリック津鳥教会　アガペチャーチ牧銃・大橋健治

匿名者多数

女性ハウス献金者名前（平成29年6月17日～9月28日）敬琳略

岡田千歳　城後碧∴城北桟敷会所属・清水怪

獣晶看名（平鹿約年6月17日～9月約日）敬赫略

鳥居与記　笠原扶企子　上田　木下容子　山田眞人　波追麻理　椙村昌子　伊藤節子　けんいち　新実

整理砂　三重ダルク　大垣サンライズチャペル　イケちゃん　　　　　　　　　　　　　匿名者多数

※お名肋の記載につきましては注意を払っておりますが、万が一お名前の旗手・悦子または記織漏れなどござい蓋したら、

域に申し訳ありませんが、ダルクまでご連絡をいただきますようお願い申し上げます。

※発送作巽簡略化のため皆壊全員に振込用紙を同封させていただいておりますことをご了承下さい。また匿名希望の方は、

恐れいりますが、その旨を振り込み用紙通信機にその濁度ご記入下さいますようお願い致します。

※岐阜ダルクでは岐阜ダルク、女性ハウス及びSt印hou的の3指紋の地代家賃、水道光熱費、専任スタッフ

の人件費等、毎月一定の固定費がかかる一方、「中間抱腹」の性格上、きわめて財務基盤が不安定で、皆様方

のご需付が欠かせません。引き続きご理解とお力添えをお願い申し上げます。

岐阜ダルク　郵便艦首口塵　000調HL16n級　岐●ダルク復機会

※SteD holJseの篇しい置電奮ひきました。1EL．058－201－3655（日中はこちらにご連絡をお細いします）

※バザーや地域のフリーマーケット（の参加を定期的に行っていきます。

ご家庭で眠っている新品のタオルや家庭用品や衣類などがありましたら献品のご協力をお願い申しあげます。たくさんも

農集担当　岐阜ダルク後援会　喜藤幸二　鈴木郵一節
〒轍M1－8175岐阜市長住一丁7－3　1tL／FAX O58－2511；922

6maii gl∫udarc21×鴫eyQhoo co jp

ホームページ　hltp／／gl u－dHrC SHkum noJp／

ダルク日露1今日もぐるぐるI h高p／／心rcbIeg SbしoJp／

2017年　岐魯ダルクニュースレター平成29中秋サ施し62）

定l“　）的　200円

農業責任者∴道山　香
邦行所　東海身体庫吉富団体定期刊行物協会
名古屋市中区丸の内3－6－43∴iみこころセンター


